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趣 旨 説 明  
 






































































































































 では、まず 1 番目の、相模原市と旧津久井四町の合併でございますが、神奈川県の全体の地
図がこちらでございます。旧相模原市内がグレーになっているところで、合併前が人口約 62
万、90km2 程度の市だったのですが、これが平成 18 年 3 月 18 日に、まず 1 回目の合併をし
まして、人口約 66 万人、面積が 244.3 km2 とかなり大きくなりました。ただしここは、黄色
い部分、津久井町と相模湖町というところで、真ん中の城山町を飛び超えた、飛び地合併とい
う形になっております。 
 そして、つい昨年度ですが、平成 19 年 3 月 11 日にまた合併をしまして、人口約 70 万人、











































島の獅子舞については、奉納日は本来 8 月 26 日だったのですが、今は 8 月第 4 日曜日になっ
ています。舞の形態は、三獅子と鬼による舞の他、先導役の天狗、道化役の岡崎、笛、唄で構
成されています。これも後で、映像でご覧いただければと思います。 
 続いて田名の獅子舞ですが、これは昭和 49 年に復活をした獅子舞でございまして、まだ復
活してから歴史が浅いことから、今のところ市の登録という位置づけになっております。奉納
日が 9 月 1 日。9 月 1 日は学校が始まる日で、実は写真でも分かるように、舞手が小学生・中






















































































話は言いたくないのですが、本来 10 万円ほど出ることになっております。市の指定ですと 13





































































































































































































割り振ったものでございます。左から 3 番目、147 件が盛岡と周辺地域。盛岡だけではござい
ません。そして、もう一つのピークが 112 件の花巻地域。実はこの花巻地域は同じ平成 18 年




























































48 年（1973）に旧村の 16 団体で協議会ができました。当時、都南村は 4 万人ぐらいの人口
でございます。盛岡市は当時 22 万人くらいの市で、県庁所在地でございますが、団体加盟数
の比較をしていただければお分かりかと思いますが、村の方が断然多いわけでございます。そ
報告 2 （千田） 
22 









































































































































































千田 平成 4 年の都南村との合併の時には、当然、芸術文化協会、絵画とか民謡とか、他の芸





































































































ところが、旧の村が五つと町が一つ。1 町 5 村が一つになった地域です。先ほどの発表の範囲
とかなり違いまして、小さな町ですが、人口は 2 万 7 千人で、市にならないということです。
それから面積は 803 平方 km2 というので、子どもに説明する時は「琵琶湖の大きさだよ」と
いう言い方をしております。琵琶湖が分かるかどうかは、また別ですけれども。そして、その
中の 93 パーセントが山なのです。先ほどのマップを見ていただくと分かると思いますが、そ




















 さて、設置したことはいいのですが、17 年、18 年のこの 2 年間、大変多くの問題がありま
して、三つほど羅列しました。それだけ広い地域が一緒になりましたので、各地域の民俗資料
等の整理と活用をどうしたらいいのかということです。ご多分に漏れず、どの小さな村でも民





























 その、一体感。1 町 5 村が一つになったときの一体感を早く作らないと、どんな事業を立ち
上げても大変だろうという意識がありましたので、まず 1 町 5 村の祭りと踊りを共有すること
から始めようと考え、地域住民、特に児童生徒が揖斐川町の踊りや祭りを知るために、郷土読
本の調査編集事業をやろうということで、平成 17 年、18 年の 2 年間で行いました。この過程
で俵木さんにもご指導いただきました。 







けです。それから、小学校が 9 校あります。したがって、126 人の、東京でいう区長さんとい
うのと違うのですが、小さな集落をまとめている人を「区長さん、区長さん」というのですが、
その区長さんと、各学校から、1 名ないし 2 名の教職員の協力を得て、悉皆調査をやりました。












数は、この 2 万 7 千人の町に 338 件あるのです。かなりの数だなと思っているのですが、も

















まし」という形で書きました。第 2 部は「郷土に伝わる祭りと踊り」。これが 26 の素材があり
ました。それから第 3 部に資料を位置づけました。それぞれ各部の意図について、これからお
話をさせていただきます。 


























されているということを読み取れるように願って、第 1 部を記述しました。 



























や人と人とのつながりを、子どもの体験と関わらせて記述しました。これが第 2 部です。 




















総合学習の時間を 6 年生が 1 年間で 60 時間とっているわけです。「ふるさととともに生きる」
という単元名で 60 時間。その中の、「ふるさとの歴史と文化」という小単元を設けて、そこで













































































































































 まず、先ほど DVD でもご覧いただいた浜松市の姿でございますが、平成 17 年の 7 月 1 日
から、静岡県西部の天竜川・浜名湖地域の 12 市町村で構成を致しております。地理的に言い







 市の面積としましては、1511.17km2。人口は 10 月末現在で 82 万人を超えております。面
積的には岐阜県の高山市に次いで、全国第 2 位。人口的にも政令市の条件を満たす人口を有し



















 市町村合併以前の説明でございますが、地理的には南北が 73 ㎞、東西が 52 ㎞という非常






























































































































































































































































































































狂言 33、囃子舞 22、小歌踊り 11、これを総合して綾子舞というのですが、各々演目は同じで
も踊り方、衣装が全部違います。台詞も違います。そういう伝承の下に、良い意味で争いなが
ら、一説に、地元伝承ですが、500 年を経過しました。 









 そして 1 回目の合併。刈羽郡鵜川村といいますが、そこから黒姫村というのに、三つの村が
合併しました。昭和 31 年 10 月です。 










部落中で若い者がいなくなる。例えば、娘がだいたい 16、7 ぐらいで嫁に行く。 
報告 5 （須田） 
52 






























なって。地元では 3 代目が私ということになります。 
 併せて必要経費を獲得しなくてはならない。他の二つの村があるわけです。もっと大きな村
があるわけです。そういうものとの軋轢があります。もちろん村会議員だって言ったって、そ





























 大きな 3 番に入ります。2 回目の合併が訪れました。黒姫村から柏崎市に入りました。昭和

















 この時点で市内の国指定文化財が、建造物などの有形が 6、無形が 1、史跡が 1、天然記念
物が 2 なのですが、この無形が私たちの綾子舞ということであります。合計で 102。市長はこ
の時、綾子舞を市の宝にするのだと、こう言って下さいました。そうすると、市長が上ですか
ら、理事に選ぶのが地元総代、商工会長、公民館長、小中学校の校長。新聞社も 3社あります。


















































教育委員会の文化振興課がセットにして、年間 20 回ぐらい行ないます。 
 (3)にいきます。昭和 51 年 5 月に国の重要民俗文化財に指定されました。これに関連する色
々な事業をしなくてはなりません。今日お出での齊藤主任調査官はじめ文化庁、常にご支援い
ただいておりますが、平成 16 年から 18 年の間、民俗文化財伝承活用等事業費国庫補助事業
として、衣装購入委員会を 3 年間継続いたしました。昨年 11 月、国指定 30 周年公演を開き
ました。これは 30 周年の時の記念誌です。その間に、行幸啓、つまり天皇陛下においでいた
だきました。2 人で綾子舞を見にお出でになったのです。それから、伝承 500 年をやりました。 





























報告 5 （須田） 
56 
定着しまして、1500 人くらいですが、場所が大変なのです。９月の第２日曜としていますが、

























































































































































































































































































































































12 年の 3252 市区町村から、平成 19 年 1827ということで、まあ 3000 が約 2000 になった
ということですね。それは、下の 2 を見ていただくと、折れ線グラフになっています。約半分
くらいになっていることが端的にお分かりいただけると思います。(2)と(3)に関しては、全民
































































と呼ばれるものであると。これは７万 1 千の自然村を、約 1 万 6 千の市町村に変更したものだ
った。7 分の 1 に減らしているんですね。この時の目的は、法令は除くとして、組合町村の解
消・都市化推進・戦争の遂行ということです。あとでみればということかもしれませんが、近
代国家としての統治機構の整備であったということです。第 2 期が戦後間もなく、1953 年で
すから、昭和 28 年。昭和の大合併と呼ばれるものが行われます。これが、9868 市町村が 3472


















































































































それで現在、昭和 53 年、54 年に設置されたものについては、実際の予算も、具体的な話で
すが、都南村では非常勤職員が 1 名、指導員が 1 名の 2 名で館を運営して、年間予算が 600
万。玉山村は市民会館、昔でいえば村民会館ですけれど、そちらの館長さんが、県民発令で倉
































































歴史民俗資料館については、今話がありましたように、始まったのは昭和 47 年だったか 54
年だったか、はっきり覚えておりませんけれども、終わったのは平成 5 年。全国で 544 だっ


























































































































































JA と言いましたが、農協から出向している非常勤職員、この人が 1 人、管理人として勤めて
います。それから、教育委員会文化振興課から、私は 4 年前にやりましたが、事務局長という
名前で 1 週間に 3 回、私の場合は月水金、勤めていました。そういう形で、教育委員会からは
















































































































































































いう、20 才か 30 才を過ぎた人が「なんとかならねえか」と行政に申し出たわけです。そうす
ると行政の方は、一般公募という形をとりました。市の広報で今年、高原田あるいは下野に一
般公募をいたしました。毎年、3、4 人ずつ入るんです。ところがどうなりますかというと、













その中で出てきた方もおります。今のところ、この 3、4 年で 1 人。東京電力というのがあり
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































久 慈 地 域
二 戸 地 域
盛 岡 地 域
宮 古 ・ 岩 泉 地 域
花 巻 地 域
遠 野 地 域
北 上 地 域
釜 石 地 域
奥 州 地 域
一 関 地 域

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① 隣 接 す る 地 域 の 合 併 の 実 態 も 明 示 す る
② 白 山 信 仰 の 流 れ を 踏 襲 し た 地 域 の 祭 り と
踊 り が あ る
③ 生 活 文 化 を 伝 え る 「 川 」 や 「 道 」 で 、 地 域 は


























































































































① タ イ ト ル の 工 夫
② 準 備 や 人 と 人 と の つ な が り を 、 子 ど も の























① 第 ２ 部 で 取 り あ げ た 素 材 の 位 置 を 、































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年度 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19
市 671 672 675 677 695 739 779 782
区 23 23 23 23 23 23 23 23
町 1,990 1,987 1,981 1,961 1,872 1,317 844 827
村 568 567 562 552 533 339 197 195
合計 3,252 3,249 3,241 3,213 3,123 2,418 1,843 1,827
市町村数の推移：総務省自治行政局HPより
（２）加盟市区町村数の推移
年度 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19
市 103 101 97 92 95 116 124 122
区 5 5 5 5 5 5 4 3
町 178 174 176 170 156 106 64 58
村 65 67 67 66 59 36 20 20
合計 351 347 345 333 315 263 212 203
全民連総会資料より
（３）加盟率の推移
年度 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19
市 15.4% 15.0% 14.4% 13.6% 13.7% 15.7% 15.9% 15.6%
区 21.7% 21.7% 21.7% 21.7% 21.7% 21.7% 17.4% 13.0%
町 8.9% 8.8% 8.9% 8.7% 8.3% 8.0% 7.6% 7.0%
村 11.4% 11.8% 11.9% 12.0% 11.1% 10.6% 10.2% 10.3%












H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19





３ 合併を行った市町村における民俗芸能への影響（回答自治体：63 団体） 





















































文化、ひいてはわが国の文化の向上に資することを目的に、昭和 51 年に設立されました。 
 （現加盟数 203 団体） 
  事務局（板橋区教育委員会生涯学習課文化財係内） 
〒173－8501 東京都板橋区板橋二丁目 66 番 1号 
電話０３（３５７９）２６３６ FAX０３（３５７９）２６３５  
    Ｅ－ｍａｉｌ：ｋｙ－ｂｕｎｋａｚａｉ＠ｃｉｔｙ．ｉｔａｂａｓｈｉ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 
    ホームページ 
ｈｔｔｐ//ｗｗｗ．ｚｅｎｍｉｎｒｅｎ．ｇｒ．ｊｐ 
【平成 19 年度ブロック別民俗芸能大会プログラムより】 
 
（２）調査期日等について 
 ① 調査実施期間 
平成１９年１月１９日から２月９日までを回答期限として実施 
 ② 対象 
調査実施当時の全民連加盟市区町村２１４団体に対し実施 




  ①加盟市区町村の民俗芸能について 
 ②補助金額 
  ③民俗芸能に関する各種事業の実施状況（平成 18 年度） 
 ④課題 
 ⑤他の市区町村に聞いてみたいこと 
  ⑥全民連への意見 
  ⑦合併を行った市町村における民俗芸能への影響 
 
５ 関連 
（１）『日本民俗学』２４５号（平成 18 年 2 月 28 日発行：日本民俗学会） 
   特集 市町村合併と民俗 
①特集にあたって（文責：岩田重則） 
    ②市町村合併と伝承母体－その歴史的概観－福田アジオ 
③市町村合併の現在－合併で村はどうなるのか－結城登美雄 
④現代山村経済と過疎－三遠南信の現実から－岩崎正弥 
    ⑤「伊豆の国市」とはどこか－大合併と民俗の本質－松田香代子 
    ⑥市町村合併と旧村財産に関する一考察 









































(1)-2 年齢  
①20 歳代 11 
②30 歳代 22 
③40 歳代 21 
④50 歳代以上 29 
⑤不明 5 



















































































































































































































































































































































• 講についての各地の現状。三山講、子安講、浅間講 etc. 











































































• 1 日の開催でなく、何日間かで開催することもよいのではないか。 
• 数年後にまた同じテーマでできれば同じ発表者でと思います。 
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今回の協議会は、これまで長く懸案となっていたテーマにやっと取り組むことができたとい
う充実感と、どれだけ協議をしても解決策を導けない、そしてそれ以上に、私たちがどれだけ
望もうとも、状況を変えていくには微かな力しか持ちえないのだという無力感とを同時に感じ
ることになった。はじめから述べているように、数ある文化財の中でもとくに民俗文化財は、
その特質として地域性を重視し、また実際の保護のための取り組みも地域が主体となって行わ
れるという意味で、市町村合併という地域再編の影響を大きく受ける分野である。そして大き
く見れば、地域の文化の多様性や、その自立的な伝承を評価するという点からは、市町村合併
という一種のグローバル化の流れは、決してもろ手を挙げて歓迎されるものではない。まして
やその合併の実態が、文化や社会のまとまりをあまり考慮しない、経済効率的な観点から行わ
れたことが明らかなこの平成の合併のなかでは、そうした思いはいっそう強く感じられる。 
 それにもかかわらず、この状況から何かポジティブな方向を探っていけないかというのが、
今回の協議会の意図だった。さいわい、いくつかの取り組みのアイデアについては、今後に向
けてのヒントになったのではないかと思われる。例えば揖斐川町が、広域での調査の成果を学
校の副教材として実現したことは、広くなった町という一つの文化圏の中で各集落が伝えてい
る祭りや行事を見直すきっかけになるのではないかと思う。また、相模原市や盛岡市のように、
地域内にある様々な伝承団体の連携のためのネットワーク作りは、それまで小さな集落単位で
苦労や困難を抱え込んでいた伝承団体が、他の団体との情報交換を通じて新たな道を切り開い
ていく場となる可能性を持っていると思われる。連絡協議会などというと、すぐに合同イベン
トの開催などを連想しがちであるが、大切なことは、そうしたネットワークを通してこれまで
表に出てくる機会がなかった個別の団体の声を、広い範囲に届かせることができるようになる
ことではないかと個人的には考えている。さすがにもう、民俗は特定の地域の中で黙々、粛々
と伝承されなければならないと考える人は多くはないだろう。伝承者が自分たちで、自分たち
の担うものをどのように捉え、伝えていくべきかを考えるための場を提供することは、その保
護のための重要な手法であると考えられる。市町村合併がそのきっかけとなれば良い。 
 今回の協議会で反省すべきは、一つは世話人の専門分野のため、事例報告が民俗芸能を中心
としたものに偏っていた点である。民俗芸能は、他の無形民俗文化財と比較して、もともと地
域という文脈を超えてでも（芸能史的、あるいは芸術・鑑賞的になど）評価されやすいもので
ある。しかし小規模な祭りや日々の生活にまつわる慣習や行事などは、現代人の生活の枠組み
である行政単位の変更の影響をさらに強く受けると思われる。「積極的な取り組み」を紹介す
るという意図があったため、そうした困難を抱えた例への目配りが十分でなかったことは反省
する。もう一点は、実際に伝承を担う人々の声を、肝心のこの協議会に十分に迎えることがで
きなかったことである。本来であれば、保存団体からの発表をあと数件増やしたほうが良いと
企画段階から感じていたのだが、もともと行政のためにやっているのではない民俗の伝承であ
ればこそ、その影響を短期間で総括して、彼ら自身の言葉で話してもらうのは難しい。今後、
こうした地域再編の影響を、ある程度期間をとったインテンシブな民俗誌的調査で明らかにす
るような研究が出てくることを期待したいと思う。 
（文責・俵木悟） 
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